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Ⅰ. 調査概要 

１． 調査の概要 

市民、事業者、大学生に対してアンケート調査を実施した。 

調査期間：2021 年 9 月 17 日～ 10 月 15 日 

 

○市民向け 

調査対象：奈良市民（市内在住 18 歳以上の 1,000 人を無作為抽出） 

調査方法：アンケート用紙を郵送し、郵送又は WEB での回答 

回 収 数：発送数 1,000 通、有効回収数 414 通、有効回収率 41.4% 

 

○事業者向け 

調査対象：奈良市内事業者（無作為抽出） 

調査方法：アンケート用紙を郵送し、郵送又は WEB での回答 

回 収 数：発送数 200 通、有効回収数 95 通、有効回収率 47.5% 

 

○学生向け 

調査対象：市内の大学に依頼 

調査方法：大学を通じて学生に WEB アンケートの周知を行い、WEB での回答 

回 収 数：有効回収数 63 通 

 

 

２． データの見方 

・割合(%)は、有効回答数（n値）に対する回答数の割合を表している。 

・比率は小数点以下２位を四捨五入して算出した百分率（%）で表している。そのため、単数回答

（SA）（複数の選択肢から1つの選択肢を選ぶ方式）であっても見かけ上の合計が100%にならな

い場合がある。 

・複数回答（MA）（複数の選択肢から１つ以上の選択肢を選ぶ方式）の設問の場合、回答は選 

択肢ごとの有効回答数に対して、それぞれの割合を示している。そのため、合計が 100%を超え

る場合がある。 
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Ⅱ．市民アンケート調査結果 

 

 

（1） 性別                           （2）年齢 

(SA)N=414                        (SA)N=414  

 

（3）職業                           （4）同居の家族の人数 

(SA)N=414                           (SA)N=414  

 

 

 

未回答

2.7%

男性

45.2%女性

51.4%

その他

0.2%

回答しな

い

0.5%

未回答

0.7%
18～19歳 1.4%

20～29歳 7.2%

30～39歳

7.0%

40～49歳

10.1%

50～59歳

17.4%
60～69歳

22.7%

70～79歳

23.4%

80歳以上

9.9%

未回答

1.0%

給与所

得者

36.2%

自営業

8.5%

家事専業

15.0%
学生

2.7%

無職（年金生

活者を含む）

31.4%

その他

5.3%
未回答

0.5%

１人

12.8%

２人

36.5%３人

24.4%

４人

16.2%

５人

4.8%

６人以上

4.8%

問１ 回答者の属性・区分 
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（5）奈良市での居住年数                 （6）お住いの形態 

(SA)N=414                           (SA)N=414  

 

 

（7）通勤・通学先                      （8）通勤・通学、その他主な移動手段 

(SA)N=414                          (SA)N=414  

 

 

 

 

 

 

42.8%

27.1%

25.8%

22.7%

15.0%

11.8%

3.1%

2.9%

自動車

鉄道

通勤・通学していない

徒歩

バス

自転車

バイク

その他

0% 10% 20% 30% 40% 50%

未回答

4.3%

奈良市

内

26.1%

奈良県内（奈良市を

除く）6.0%

奈良県

外

18.6%

勤めてい

ない・通

学してい

ない

42.0%

その他

2.9%

未回答

0.7%

１年未満… １年以上５年未

満…

５年以上10年

未満4.8%

10年以上15

年未満5.3%

15年以上

83.8%

一戸建

住宅

72.5%

集合住

宅

25.1%

店舗・事務所等との併用住宅

0.7%

その他

1.4%
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(SA)N=414 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(SA)N=414 

No. 大切にしたい、または残しておきたい奈良市の環境、場所、風景、風習など 

1 奈良公園、若草山、春日山原始林などの自然 

2 東大寺、春日大社、平城宮跡などの世界遺産、重要文化財等 

3 春日若宮おん祭、修二会などの伝統行事や地域のお祭り 

4 ならまちなど古都としての街並み 

5 東部地域などの田園風景 

注：数多くご意見をいただいているため、主な意見を抜粋 

 

 

 

 

 

問２ あなたのお住まいの小学校区が含まれるゾーンの番号に〇をつけてください。 

問３ あなたが大切にしたい、または残しておきたい奈良市の環境、場所、風景、風習などを 

１つだけ書いてください。 

未回答

1.7%

西北部ゾー

ン

42.8%

中部ゾーン

6.0%

中央市街地ゾーン

23.2%

南部ゾー

ン

5.3%

東部ゾー

ン

8.0%

月ヶ瀬ゾーン

2.9%

都祁ゾーン

9.7%

小学校区が分からない 0.5%
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(SA)N=414 

 

 

参加したいと思わない主な理由 件数 

高齢のため 9 

体調不良、持病などのため 3 

興味関心がない 3 

時間的余裕がない 3 

環境保全活動が何かわからない 3 

子育て・介護のため 2 

その他 9 

 

  

問４  あなたは環境保全活動への参加についてどのように考えていますか。（1つを選択） 

5.1%

4.1%

18.1%

27.5%

31.9%

9.7%

3.6%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

既に活動に参加している

積極的に参加したいと思う

関心のある活動には参加したいと思う

機会や時間があれば参加したいと思う

参加はしてみたいがなかなか難しいと思う

参加したいとは思わない

未回答
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(SA)N=414 

 

 

36.7%

17.5%

12.4%

42.8%

14.7%

29.8%

25.6%

25.7%

14.2%

18.2%

16.1%

6.8%

12.2%

13.1%

5.3%

5.9%

42.9%

36.5%

30.5%

43.3%

30.5%

45.7%

48.5%

43.1%

40.8%

39.5%

40.7%

17.2%

24.2%

39.0%

18.6%

21.6%

16.4%

30.3%

49.2%

12.3%

44.4%

17.9%

14.4%

24.2%

28.6%

24.8%

33.2%

33.1%

28.9%

37.5%

58.4%

61.8%

3.2%

13.0%

6.3%

1.5%

7.9%

4.2%

8.7%

5.5%

11.2%

11.4%

6.8%

25.5%

24.9%

7.3%

13.4%

7.6%

0.7%

2.8%

1.5%

0.3%

2.5%

2.5%

2.7%

1.5%

5.2%

6.1%

3.3%

17.4%

9.7%

3.0%

4.3%

3.1%

①山林・緑の多さ(403)

②水のきれいさ(400)

③生き物の種類の多さ(394)

④文化財や寺社の保存(400)

⑤地域での文化的な行事(394)

⑥空気のきれいさ(403)

⑦静かさ（騒音・振動）(402)

⑧におい(401)

⑨ごみの処理・

リサイクル活動(402)

⑩公園・緑地(395)

⑪自然と調和した都市景観(398)

⑫道路環境(396)

⑬公共交通(401)

⑭自然とのふれあいの場(397)

⑮環境関連情報の提供(397)

⑯地域・学校での環境学習(393)

満足度 1. とても満足 2. やや満足 3. どちらともいえない 4 .やや不満 5 .不満

問 5 以下に掲げる奈良市の環境について、あなたはどのくらい満足していますか。また、それ

らはどのくらい重要だと考えますか。（満足度と重要度それぞれ１つに○）  
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67.5%

76.0%

35.7%

74.8%

37.3%

78.0%

63.0%

62.7%

66.8%

53.8%

46.2%

58.9%

52.2%

41.6%

29.7%

45.2%

24.9%

18.5%

34.9%

19.2%

36.8%

17.8%

30.2%

26.2%

25.3%

37.6%

35.9%

31.0%

36.4%

40.8%

38.5%

29.4%

6.8%

5.3%

24.6%

4.7%

22.0%

3.7%

6.3%

10.6%

7.3%

8.1%

12.1%

9.3%

10.3%

16.0%

29.2%

23.3%

0.8%

0.0%

3.4%

1.0%

2.1%

0.3%

0.5%

0.3%

0.5%

0.3%

0.5%

0.8%

1.1%

0.8%

1.9%

1.1%

0.0%

0.3%

1.3%

0.3%

1.9%

0.3%

0.0%

0.3%

0.0%

0.3%

0.8%

0.0%

0.0%

0.8%

0.8%

1.1%

①山林・緑の多さ(382)

②水のきれいさ(379)

③生き物の種類の多さ(378)

④文化財や寺社の保存(381)

⑤地域での文化的な行事(378)

⑥空気のきれいさ(381)

⑦静かさ（騒音・振動）(381)

⑧におい(378)

⑨ごみの処理・

リサイクル活動(383)

⑩公園・緑地(372)

⑪自然と調和した都市景観

(378)

⑫道路環境(377)

⑬公共交通(379)

⑭自然とのふれあいの場(375)

⑮環境関連情報の提供(377)

⑯地域・学校での環境学習

(374)

重要度 1. とても満足 2. やや満足 3. どちらともいえない 4 .やや不満 5 .不満
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■満足度と重要度の関係分析       

奈良市の環境に関する各項目の満足度指数*１と重要度指数*２を用いて、満足度と重要度の関係

を示す散布図を作成し、項目相互の位置関係を示すことで、特性の把握を行った。 

 

①山林・緑の多さ

②水のきれいさ

③生き物の種類の多さ

④文化財や寺社の保存

⑤地域での文化的な行事

⑥空気のきれいさ

⑦静かさ（騒音・

振動）

⑧におい

⑨ごみの処理・

リサイクル活動

⑩公園・緑地

⑪自然と調和した都市景観

⑫道路環境

⑬公共交通

⑭自然とのふれあいの場

⑮環境関連情報の提供

⑯地域・学校での環境学習

3.7

3.8

3.9

4.0

4.1

4.2

4.3

4.4

4.5

4.6

4.7

4.8

2.5 2.8 3.0 3.3 3.5 3.8 4.0 4.3 4.5 4.8

重
要
度
指
数

満足度指数

満足度と重要度の関係分析

重要度指数平均値4.40

満足度指数平均値3.54

奈良市の環境 満足度指数 重要度指数 

自
然
・歴
史 

1. 山林・緑の多さ 4.12 4.59 

2. 水のきれいさ 3.53 4.70 

３. 生き物の種類の多さ 3.46 4.00 

４. 文化財や寺社の保存 4.27 4.67 

５. 地域での文化的な行事 3.47 4.06 

生
活
環
境 

６. 空気のきれいさ 3.96 4.73 

７. 静かさ（騒音・振動） 3.86 4.56 

８. におい 3.86 4.51 

９. ごみの処理・リサイクル活動 3.48 4.58 

都
市
環
境 

10. 公園・緑地 3.52 4.44 

11. 自然と調和した都市景観 3.60 4.32 

12. 道路環境 2.70 4.48 

13. 公共交通 3.04 4.40 

環
境
教
育 

14. 自然とのふれあいの場 3.52 4.22 

15. 環境関連情報の提供 3.07 3.94 

16. 地域・学校での環境学習 3.20 4.17 

平均点 3.54 4.40 

 

*1満足度指数：アンケート回答者の評価

を得点化し、加重平均して算出した値 

・とても満足：5点 

・やや満足：4点 

・どちらともいえない：3点 

・やや不満：2点 

・不満：1点 

 

*2重要度指数：アンケート回答者の評価

を得点化し、加重平均して算出した値 

・とても重要：5点 

・やや重要：4点 

・どちらともいえない：3点 

・あまり重要でない：2点 

・重要でない：1点 
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＜前回（平成 28年度）との比較＞ 

 

今回調査（令和 3年度）及び前回調査（平成 28年度）ともに、満足度が高いのは、「④文化財

や寺社の保存」「①山林・緑の多さ」「⑥空気のきれいさ」などとなっており、重要度が高いのは、

「⑥空気のきれいさ」「②水のきれいさ」「④文化財や寺社の保存」「①山林・緑の多さ」「⑦静かさ」

などとなっています。 

また、満足度指数が平均値を下回り、重要度指数が平均値を上回る象限に該当する項目につ

いても、今回調査及び前回調査ともに、「⑫道路環境」「⑬公共交通」「⑨ごみの処理・リサイクル

活動」「②水のきれいさ」「⑩公園・緑地」となっており、これらが「今後、積極的に対応を図るべき

取組」と考えられます。 
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結果としては、ほぼすべての項目は前回調査と同じ象限に位置しており変わっていませんが、

全体的に満足度と重要度が高くなっており、満足度指数の平均値は3.49から3.54へ、重要度指数

の平均値は4.28から4.40へ上昇しています。 

さらに、今回調査において「①山林・緑の多さ」「④文化財や寺社の保存」「⑤地域での文化的

な行事」「③生き物の種類の多さ」「⑭自然とのふれあいの場」「⑯地域・学校での環境学習」の重

要度が相対的に上がっていることがわかります。これには様々な要因が考えられますが、新型コ

ロナウイルスの影響により、これまで当たり前にあった日常生活が大きく変化したことにより、自然

資源や文化的資源への市民の意識が高まっているのかもしれません。 
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(SA)N=414 

 

 

 

 

 (MA)N=414 

  

 

29.2%

32.9%

16.4%

19.8%

1.7%

言葉の意味も含めて知っていた

なんとなく知っていた

聞いたことはある

今回初めて知った

未回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

72.5%

70.8%

37.9%

34.5%

32.6%

31.9%

15.7%

14.5%

13.3%

7.2%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

気象情報をこまめに確認する

熱中症への対策をとる

日頃から節水を心がける

万一に備えて水を備蓄している

防災用具を準備しておく

防災地図などを日頃から確認しておく

防災訓練に参加する

気象災害用の保険に加入する

感染症を防ぐため薬や蚊帳などを使う

特になし

その他

その他の回答 

路線バス・電車以外の

交通手段は使わない 

報道は良く見る。 

停電対策に発電機等

準備している 

節水のみならず、電

気、ガス 

指定され、分かる範囲

内でのゴミの分別 

問 6 温暖化が進行すると、記録的豪雨や猛暑、台風などのリスクはさらに高まると予測され

ています。このような気候変動に対しては、温室効果ガス削減などの「緩和」対策に加え、す

でに起こっている、もしくは将来懸念されている気候変動の影響に備えて、リスクを回避・軽

減する「適応」対策を行うことが大切です。 あなたは、「気候変動適応」という言葉をご存知で

したか。（１つを選択）       

         

      

         

         

     

         

         

     

問 7 「気候変動適応」について、日頃から取り組んでいることはなんですか。 

（あてはまるものすべてを選択）      
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(SA)N=414 

 

すでに取り組みを行なっている場合の取り組み内容 ※近しい内容はまとめて表示 

・ リサイクル(4) 

・ ゴミを減らす(4) 

ゴミ分別/ゴミ願い削減/ゴミの分別をより細かく行っている/ゴミの分別（紙ゴミ） 

・ フードロス削減(3) 

食べ残ししないなどできることからしています/食品ロスを無くす為にすぐに食べる食品については賞味期限

切れの近い物を選ぶこと/消費期限の間近な商品を購入する/食品ロスをゼロに限りなく近づけている。 

・ 資源消費の無駄を少しでも抑える(3) 

木材利用、薪ストーブ、買い物を減らす/節水、節電など 

・ 地球環境にやさしいとされる事項の実践 

・ 公の団体への寄付 

・ 会社での取り組を家でも出来る事をしている 

・ 会社が会員。 

・ 家庭菜園で無農薬・化成肥料減肥栽培を行っている。 

・ ホームレス支援、資源回収など SDGs は多岐にわたる内容で、なにもしない人はいないはず。 

・ エシカル商品の購入 

  

6.0%

6.5%

28.7%

33.1%

22.2%

3.4%

SDGsについて、すでに取り組みを行なっている

SDGsについて、取り組みを検討している

SDGsの内容について知っているが、特に取り

組みは検討していない

SDGsという言葉を聞いたことはあるが、内容は

詳しく知らない

SDGsについて全く知らない（今回の調査で初

めて聞いた）

未回答

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

問 8 「SDGs：持続可能な開発目標」という言葉を知っていますか。（１つを選択） 
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(MA)N=414 

 

 

 

 

 

 

(SA)N=414 

 

 

23.9%

10.4%

17.9%

51.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

この目標に取り組んでいる企業の商品を買った

り、投資したりしている（したい）

この目標のために活動しているNPO法人や団体

の活動に参加している（したい）

この目標のために個人的に実践していることが

ある

特に実践している（したい）ことはない

2.2%

5.6%

24.9%

48.6%

14.0%

4.8%

既に活動に参加している

積極的に参加したいと思う

関心がある活動には参加したいと思う

参加はしてみたいがなかなか難しいと思う

参加したいとは思わない

未回答

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

問 9 「SDGs」には、国連に加盟している全ての国で達成するものとして、上述の 17個の目標

が掲げられています。これらについて、あなたの考えや行いに近いものはどれですか。（3つま

で選択）         

         

  

         

         

         

         

      

         

         

     

問 10 今後、持続可能なまちづくりには市民参加が一層重要になってくると思われますが、あ

なたはどのように考え、行動していますか。（１つを選択）    
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(MA)N=135 

 

  

20.7%

37.0%

36.3%

31.9%

13.3%

11.1%

19.3%

10.4%

9.6%

8.9%

15.6%

37.0%

19.3%

3.0%

11.9%

6.7%

11.1%

2.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

１. 貧困（子どもの貧困、生活保護など）

２. 食料（食料自給率、農業後継者不足など）

３. 健康と福祉（高齢社会、自殺、孤独死など）

４. 教育（教育格差、不登校・いじめなど）

５. ジェンダー（仕事と子育ての両立、男性の家事・

育児など）

６. 水と衛生（水不足、水質汚染など）

７. エネルギー（再生可能エネルギー、原子力発電

など）

８. 成長と雇用（ワークライフバランス、起業、複業な

ど）

９. イノベーション（AI、ロボット、ドローンなど）

10. 不平等（地域格差、LGBT、障がい者など）

11. 都市（空き家、買い物難民など）

12. 生産と消費（フードロス、プラスティックゴミなど）

13. 気候変動（温室効果ガス、ゲリラ豪雨・台風な

ど）

14. 海洋資源（生物多様性、水産資源の枯渇など）

15. 陸上資源（生物多様性、森林破壊、林業など）

16. 平和と公正（DV、児童虐待、政治参加など）

17. パートナーシップ（コミュニティ、セクターを超えた

交流など）

18. その他

問 11 問 10で 1～3 を選んだ方におたずねします。 参加している（してみたい）関心のある分

野はなんですか。（3つまで選択）      
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90件の意見がありました。 

項目（SDGs分類） 件数 主な意見 

１. 貧困（子どもの貧困、生活保護など） 9 子ども食堂など、子どもの居場所づくり 

２. 食料（食料自給率、農業後継者不足など） 15 農業後継者の育成、休耕田の活用 

３. 健康と福祉（高齢社会、自殺、孤独死など） 5 高齢者の居場所づくり 

４. 教育（教育格差、不登校・いじめなど） 4 校区を超えた学習の機会づくり 

５. ジェンダー（仕事と子育ての両立、男性の家事・育児など） 2 男性の育休取得 

６. 水と衛生（水不足、水質汚染など） 0 － 

７. エネルギー（再生可能エネルギー、原子力発電など） 5 再生エネルギーの普及 

８. 成長と雇用（ワークライフバランス、起業、複業など） 1 伝統的な産業の見直し 

９. イノベーション（AI、ロボット、ドローンなど） 5 ESG投資 

10. 不平等（地域格差、LGBT、障がい者など） 0 － 

11. 都市（空き家、買い物難民など） 6 空き家の活用 

12. 生産と消費（フードロス、プラスティックゴミなど） 15 フードロス対策、プラスチックごみ削減 

13. 気候変動（温室効果ガス、ゲリラ豪雨・台風など） 4 環境に配慮した商品の購入 

14. 海洋資源（生物多様性、水産資源の枯渇など） 1 自然環境保護の啓蒙活動 

15. 陸上資源（生物多様性、森林破壊、林業など） 2 豊かな自然環境の保全 

16. 平和と公正（DV、児童虐待、政治参加など） 0 － 

17. パートナーシップ（コミュニティ、セクターを超えた交流など） 10 多様な人のパートナーシップ 

その他（17項目に分類されないもの） 5 － 

  

問 12 問 10で 1～3（１.既に活動に参加している ２.積極的に参加したいと思う ３.関心があ

る活動には参加したいと思う）を選んだ方におたずねします。 問 11で回答した関心のある分

野 において、環境・社会・経済の 3つの側面を考慮した活動としては、どのようなものが考え

られますか。（自由記述）       
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(MA)N=259 

 

その他の主な理由 件数 

高齢のため 15 

体調不良、持病などのため 12 

体力不足のため、自信がない 3 

子育て中 3 

その他 9 

 

  

54.7%

50.2%

48.8%

34.8%

16.4%

23.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

どのように動けば良いのかわからない

知識が不足している

時間がない

機会がない

興味がない

その他

問 13  問 10で 4、5 を選んだ方におたずねします。 参加するにあたり、難しいと感じる理由

はなんですか。（3つまで選択）(259)      
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(MA)N=414 

 

 

 

  

39.4%

37.9%

36.2%

27.5%

27.1%

26.8%

18.8%

17.1%

15.5%

15.2%

13.0%

11.8%

11.1%

5.8%

5.1%

4.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

生涯を通じて学び続けられる機会があること

知識や知見の蓄積があり、誰でもアクセスでき

ること

気軽に相談できる存在（人や機関）がいること

空き家や遊休資産を活用できること

最先端の情報に触れる機会があること

補助金や助成金など、活動に必要な資金の援

助を得られること

専門家と対話できる機会があること

子育て中でも参加しやすいサポートがあること

ビジョンを共有する仲間との対話の場が、定期

的に開かれること

大学・行政・企業などの異なるセクターと連携

しやすいこと

勤務先が副業を認めてくれること

領域を横断して同じテーマについて語り合う場

があること

自分の思いを発信する機会があること

特に必要ない

自分の活動を人に知ってもらう機会があること

その他

問 14 市民参加にあたり、どのような仕組みがあれば良いと思いますか。（あてはまるものす

べてを選択）        
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152件のアイデアやご意見・ご要望等がありました。 

意見の分類 件数 主な内容 

協働・参加について 16 ・気軽に参加出来る公民館活動とかで身近に学べたり、市民参

加が広がったりするとよい。 

・持続可能な社会をつくりたいという思いを持った方々がジャン

ルや立場を超え交流するだけでなく、一緒に創造していくことで

その活動の中でコミュニケーションが深まっていくように感じる。 

まちづくりについて 4 ・持続可能なまちを作るには人口問題が最も大切 

ごみについて 13 ・時間場所問わず、続けていくためにより多くの店や施設でプラ

ごみなどの削減を。 

・環境に配慮したゴミ焼却場を早期に設置して欲しい。 

道路・交通について 11 ・山間へのアクセスはバスしかない 

・道路や道がガタガタしていたり歩道がかなり狭い道が多いの

でもっと整備して欲しい 

緑・公園・森林について 9 ・公園等をふやしてほしい。ベンチ等をおいてほしい。 

・公園整備されることを望みます。 

景観・町並みについて 9 ・幼いころの奈良の町に比べ、今は便利になっている。引き続

き美しい奈良の町、住みやすい奈良の町になるよう希望する。 

・古都奈良の歴史と文化、自然環境の保全等を重視したまちづ

くりの推進。 

教育・子育てについて 13 ・まずは子供たちに自然を大切にし環境を守る教育が必要 

・少子化になっているのでジェンダー系の人たちの結婚を認め

る。子どもを希望する人に積極的な支援し、孤児などを養子と

して受け入れてもらう。 

問 15 持続可能なまちをつくるためのアイデアやご意見・ご要望等をご自由にお書きください。 
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高齢者について 2 ・高齢化が進む一方、家族関係の希薄化に伴い増加する単身

高齢者等への生活支援 

情報発信について 21 ・まずは「SDGs」が何たるかを周知微底、多くの市民に理解して

もらうことが第一 

・市民が参加できる案件を市民だより等で案内してほしい 

行政に対して 35 ・新しいものをこれ以上つくらない・ふやさない。自然のものをも

っと大切にする。 

・活動しやすい環境を整備いただきたい。 

その他 18  
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Ⅲ. 事業所アンケート調査結果 

 

（１）従業員数                           （2）業種 

(SA)N=95                              (SA)N=95  

  

 

（３）事業年数                         （４）事業所形態 

(SA)N=95                            (SA)N=95  

 

 

 

  

問１ 回答者の属性・区分 

建設業
23.2%

製造業
7.4%

運輸業
2.1%

卸売・小売業
7.4%金融・保険業

2.1%

不動産業
1.1%

飲食店、宿

泊業
2.1%

医療、福祉
47.4%

教育・学習

支援業
2.1%

複合サービス

業
1.1%

サービス業
4.2%

10人未満
40.0%

10～49人
34.7%

50～99

人
8.4%

100～299

人
7.4% 300人

以上
9.5%

５年未

満
3.2%

５年以

上３０年

未満
41.1%３０年以

上
55.8%

未回答
3.2%

店舗・飲

食店
17.9%

事務所・

営業所
40.0%工場・作

業所
6.3%

その他
32.6%

※その他回答 

病院、診療所：23件、その他：5 
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（５）問 1-5  省エネ法に基づく特定事業所の指定の有無                            

(SA)N=95                       

 

 

 

(SA)N=95 

 

 

 

 

 

 

 

  

未回答
7.4%

指定を

受けて

いる
5.3%

指定を

受けて

いない
87.4%

問 2 所在地がある小学校区が含まれるゾーンを選択してください。 

未回答
2.1%

西北部

ゾーン
38.9%

中部

ゾーン
9.5%

中央市街

地ゾーン
36.8%

南部ゾー

ン
7.4%

都祁ゾー

ン
4.2%

小学校区が分

からない
1.1%
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(SA)N=95 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(SA)N=95 

 

33.7%

34.7%

26.3%

27.4%

27.4%

34.7%

6.3%

13.7%

28.4%

25.3%

30.5%

32.6%

26.3%

37.9%

31.6%

36.8%

17.9%

20.0%

25.3%

23.2%

26.3%

13.7%

41.1%

30.5%

17.9%

16.8%

14.7%

13.7%

16.8%

9.5%

15.8%

12.6%

2.1%

3.2%

3.2%

3.2%

3.2%

4.2%

5.3%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

(１)環境に関する経営方針の制定と公表

(２)環境に関する目標の文書化

(３)具体的な行動計画の作成と公表

(４)行動計画で定めた目標などの達成状況の定…

(５)環境担当部門、又は環境担当者の配置

(６)従業員への環境教育の実施

(７)環境関連表彰制度の実施

(８)ESG経営の実施

実施している 検討中である

今後も実施することは考えていない 業務内容と関係ない

未回答

問 3 環境への取り組みと企業活動のあり方についておたずねします。 貴事業所のお考えに

最も近いものは次のうちのどれですか。（1つを選択） 

 

 

 

 

未回答
4.2%

環境への取り組

みは、ビジネス

チャンス（CSV経

営）として捉えて

いる
5.3%

環境への取り組

みは、企業の社

会的責任（CSR、

社会貢献を含む）

の１つである
83.2%

環境への取り組

みと企業活動は

関連がないと考え

ている
7.4%

問 4  貴事業所の環境に関する取り組み状況についておたずねします。 

（それぞれ１つを選択） 
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(MA)N=95 

 

  

83.2%

78.9%

64.2%

55.8%

51.6%

29.5%

18.9%

17.9%

16.8%

11.6%

11.6%

8.4%

7.4%

4.2%

3.2%

3.2%

1.1%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

不要な照明の消灯や設備機械の電源オフ

冷暖房の温度設定などによる電力使用量の削減

３Ｒの推進（廃棄物の適性処理、減量、資源ごみの

リサイクル）

高効率照明、省エネ設備への切り替え

自社のエネルギー（電力、ガス、その他燃料）使用

量の把握

環境負荷の少ない原材料や部品の利用

環境への取り組みの担当者もしくは部門の設置

省エネルギー・温室効果ガスに関する行動目標の

設定

環境に配慮した新製品・サービスの開発・販売

自社の温室効果ガス排出量の把握

環境保護・保全活動等への支援・寄付

太陽光発電など環境負荷の少ない自家発電の導入

脱炭素への取り組みに関する見学会や勉強会の開

催・参加

特に行っていない

再生可能エネルギー発電の購入・導入

環境技術への研究開発・投資促進

J-クレジット制度への参加

その他

問 5  2020年 10月に菅総理が、2050年までに日本の温室効果ガスの排出を実質０にする

カーボンニュートラルを宣言するなど、脱炭素社会に向けた社会的な機運が高まっています。

貴事業所では、どのような脱炭素への取り組みを行っていますか。（あてはまるものすべてを

選択） 

 

 

 

 

 

※その他回答 

「電力事業への参入」 
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(SA)N=95 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

言葉の意味も含め

て知っていた, 
12.6%

なんとなく

知っていた, 
26.3%

聞いたことは

ある, 28.4%

今回初めて

知った, 30.5%

未回答, 2.1%

問 6  貴事業所は、「気候変動適応」という言葉をご存知でしたか。（１つを選択） 
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(MA)N=95 

 

 

62.1%

50.5%

47.4%

46.3%

26.3%

18.9%

16.8%

15.8%

14.7%

9.5%

7.4%

7.4%

5.3%

4.2%

3.2%

3.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

日頃からの省エネルギー対策

日頃からの節水対策

従業員の熱中症予防対策の導入

防災用品や緊急マニュアルの準備など職場におけ

る防災対策

感染症リスク防止のための排水路等の衛生管理

災害の発生を考慮した施設の設計・維持管理

BCP（事業継続計画）の策定

特に行っていない

災害時・緊急時において原材料を調達する体制の

確保

地域の防災訓練への参加

高温多湿による品質低下を防止する等、品質面で

の管理体制づくり

高温時の悪臭発生や洪水時の廃棄物流失を防止

する等、環境面での管理体制づくり

サプライヤーや顧客との気候変動に関する情報の

共有

気候変動による変化（消費者の嗜好や原材料価格

など）を想定した商品・サービス開発

市民や企業の適応対策に役立つ新商品・新サービ

ス等の開発（適応ビジネス）

気候変動による変化（消費者の嗜好や原材料価格

など）を想定した販売戦略

その他

問 7  「気候変動適応」について、貴事業所で取り組んでいることは何ですか。（あてはまるも

のすべてを選択） 
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(SA)N=95 

 

 

 

 

 

 

 

 

(MA)N=95 

 

17.9%

24.2%

42.1%

22.1%

6.3%

1.1%

2.1%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

目新しさはなく、すでに自社で取り組んでいるも

のである

自社の経営にとっても大切なものであり、これ

から取り組みたい

取り組みの必要性は理解するが、何から取り

組んで良いのかわからない

取り組みの必要性は理解するが、取り組む余

裕がない

経済活動に比べると、環境保全や社会課題解

決に取り組む優先度は下がる

大企業のみ取り組むべきであり、自社には関

係ない

国連が採択したものであり、自社には関係がな

い

その他

問 8  「SDGs：持続可能な開発目標」という言葉を知っていますか。（１つを選択） 

 

 

 

 

 

 

問 9  「SDGs」の印象について、貴事業所の考えに近いものはどれですか。（3つまで選択） 

 

 

 

 

 

 

※その他回答 

「当組織が目指すものとしてホームページに掲載し

ている。」 

「少なからずどの業種も関係しているが、実際のと

ころは心意気の部分と理解しており評価しづらい。」 

17.9%

21.1%

31.6%

10.5%

18.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

SDGsについて全く知らない（今回の調査で

初めて聞いた）

SDGsという言葉を聞いたことはあるが、内

容は詳しく知らない

SDGsの内容について知っているが、特に取

り組みは検討していない

SDGsについて、取り組みを検討している

SDGsについて、すでに取り組みを行なって

いる
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(MA)N=95 

 

  

問 10  「SDGs」に取り組む意義について、貴事業所の考えに近いものはどれですか。（3つま

で選択） 

 

 

 

 

 

 

12.6%

2.1%

34.7%

5.3%

1.1%

10.5%

20.0%

52.6%

13.7%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１.新たな取引先の獲得など、ビジネスチャンスを得

るため

２.新商品・新サービスの開発のため

３.企業の価値を向上するため

４.エシカル消費を好む消費者から選ばれるため

５.ESG投資を行う投資家から選ばれるため

６.社外のステークホルダーとのパートナーシップを

強化するため

７.リスク対策のため

８.企業の責任として取り組まなければいけないため

９.特に意義はない

10.その他
※その他回答 「教育機関として SDGsに重

点をおいた教育プログラムを提供している。」 
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(MA)N=95 

 

 

 

 

 

 

  

72.2%

72.2%

72.2%

66.7%

50.0%

44.4%

44.4%

33.3%

27.8%

22.2%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

SDGsへの対応を経営企画、事業計画に盛り込むこ

と

本業を通じた社会課題解決

省資源、省エネルギーなどの日常業務における取り

組み

SDGsについて理解するための情報収集・勉強等

社員の人材育成への活用

自社のブランディングやPR等への活用

本業以外（CSR活動等）での社会貢献

SDGsのゴールに合わせた、自社の取り組みのマッ

ピング

社会貢献活動を行うNPO団体等への寄付

SDGsの新規事業の立ち上げや新商品・サービス開

発へのSDGsの活用

その他

問 11 問 8で、５「SDGsについて、すでに取り組みを行っている」を選んだ事業所にお伺いし

ます。貴事業所で行なっている SDGsの取り組みはどのようなものですか。（あてはまるもの

すべてを選択） 

 

 

 

 

 

 

※その他回答 「学生への教育」 
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(MA)N=95 

 

 

 

 

  

問 12 貴事業所でこれから行いたい SDGsの取り組みはありますか。（あてはまるものすべて

を選択） 

 

 

 

 

 

49.5%

36.8%

30.5%

23.2%

13.7%

12.6%

10.5%

9.5%

8.4%

4.2%

12.6%

1.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

省資源、省エネルギーなどの日常業務における取り

組み

SDGsについて理解するための情報収集・勉強等

本業を通じた社会課題解決

社員の人材育成への活用

自社のブランディングやPR等への活用

本業以外（CSR活動等）での社会貢献

SDGsのゴールに合わせた、自社の取り組みのマッ

ピング

SDGsへの対応を経営企画、事業計画に盛り込むこ

と

SDGsの新規事業の立ち上げや新商品・サービス開

発へのSDGsの活用

社会貢献活動を行うNPO団体等への寄付

特にない

その他 ※その他回答 「TCFDに沿った開示」 
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(MA)N=95 

 

 

 

意見の分類 件数 

本業を通した社会貢献 7 

勉強会の実施 3 

その他 4 

思いつかない 4 

 

 

問 13   貴事業所が SDGsの取り組みを進めるうえで、問題となる（なっている）ことは何です

か。（あてはまるものすべてに○） 

 

 

 

 

 

問 14 貴事業所のビジネスを、環境・経済・社会に配慮したものにするためにはどのような取

り組みが考えられますか。（自由記述） 

 

 

 

 

 

55.8%

40.0%

22.1%

21.1%

20.0%

14.7%

8.4%

6.3%

5.3%

14.7%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

ノウハウが不足している（メリット、取り組み方、目標

やKPIの設定の仕方、評価の仕方）

SDGsに関する社内での理解度が低い

手間や時間がかかる

資金が不足している

人材が不足している

市民や行政、同業者等、他の主体と協力してSDGs

を推進するための仕組みがない

行政の関与が希薄である

消費者の認知度が高まっていない

取引先の認知度が高まっていない

特に問題はない

その他
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(MA)N=95 

 

 

 

 

意見の分類 件数 主な意見 

SDGs推進に向けた意見 5 

総論ではなく、各論で議論を 

具体的に示してほしい 

チャレンジ意欲が高い人を応援する

仕組みが必要 

情報発信 3 広く市民への情報発信 

太陽光発電の費用負担軽減 2 太陽光発電の補助金があれば 

その他 3  

 

問 15 SDGsの達成のために行政（奈良市）に望むことは何ですか。（３つまで選択） 

 

 

 

 

 

問 16  SDGs を達成するためのアイデアやご意見・ご要望等をご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

※その他回答  

「達成可能な目標といいつつ大まかすぎてよくわからないので情報活動教育をのぞみます。」 

「各事業ごと個別の実施例の公表、啓発」「まだわからない」 

16.8%

28.4%

32.6%

27.4%

15.8%

34.7%

13.7%

4.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

１.SDGsに取り組んだ企業に対する認定制度を設け

ること

２.SDGsに取り組んだ企業に対する、PR・情報発信支

援をすること

３.SDGs関連のセミナーやシンポジウム等を開催す

ること

４.SDGsを活用したビシネスのノウハウ・プロセス等

の支援をすること

５.市民、市民団体、事業者、行政等のパートナー

シップを整備すること

６.SDGsに取り組む際に活用できる補助金を付与し

てくれること

７.特に望むことはない

８.その他
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Ⅳ．学生アンケート調査結果 

 

 

（１）性別                          （2）すまいの形態 

(SA)N=63                          (SA)N=63      

 

（2） すまいの所在地                 （4）主な移動手段 

(SA)N=63                                                    

 

 

問１ 回答者の属性・区分 

男性
27.0%

女性
73.0%

1人暮らし
41.3%

寮
1.6%

実家
57.1%

奈良市内
44.4%

奈良県

内（奈

良市を

除く）
1.6%

奈良県外
54.0%

（1つを選択。複数ある場合は「その他」にご記入ください）※その他と

回答したものについて、手段が明確にわかる回答は、それぞれの

項目に振り分けて集計した。 

 

49.2%

31.7%

23.8%

3.2%

3.2%

3.2%

鉄道

徒歩

自転車

バス

自動車

バイク

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%
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(SA)N=63 

No. 大切にしたい、または残しておきたい奈良市の環境、場所、風景、風習など 

1 奈良公園、若草山、春日山原始林などの自然 

2 東大寺、春日大社、平城宮跡などの世界遺産、重要文化財等 

3 鹿と共存する環境 

4 ならまちなど古都としての街並み 

※数多くご意見をいただいているため、主な意見を抜粋 

  

問 2   あなたが大切にしたい、または残しておきたい奈良市の環境、場所、風景、風習など

を１つだけ書いてください。   
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(SA)N=63 

 

すでに取り組みを行なっている場合の取り組み内容  

ユネスコクラブでの活動 

気候変動に関する教材の開発など 

レジ袋をもらわない、省エネ生活の実施、SDGsについて解説する取り組み 

ゴミの少ない商品、環境に優しい洗剤を買う。無駄なものは買わない。ジェンダー平等になるよう

に働きかける。 

食品ロス軽減 

行きつけのカフェのテイクアウトに入れ物持参している 

主権者教育・投票啓発 

消費者として、なるべく持続可能な生産方法の商品を購入する  

SDGsについて全く

知らない, 0.0%

SDGsという言葉を聞いたこと

はあるが、内容は詳しく知ら

ない , 9.5%

SDGsの内容につ

いて知っている

が、特に取り組み

は検討していな

い , 50.8%

SDGsについて、取

り組みを検討して

いる , 23.8%

SDGsについて、す

でに取り組みを行

なっている, 12.7%

未回答, 3.2%

問 3 「SDGs：持続可能な開発目標」という言葉を知っていますか。（１つを選択） 
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(MA)N=63 

 

 

 

(SA)N=63 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 4 「SDGs」には、国連に加盟している全ての国で達成するものとして、上述の 17個の目標

が掲げられています。これらについて、あなたの考えや行いに近いものはどれですか。（3つま

で選択）         

         

  

         

         

         

         

      

         

         

     

問 5 今後、持続可能なまちづくりには市民参加が一層重要になってくると思われますが、あ

なたはどのように考え、行動していますか。（１つを選択）    

       

         

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

     

１. 既に活動に参

加している
7.9%

２. 積極的に参

加したいと思う
22.2%

３. 関心がある活

動には参加した

いと思う
50.8%

４. 参加はしてみ

たいがなかなか

難しいと思う
17.5%

５. 参加したいと

は思わない
1.6%

33.3%

20.6%

38.1%

27.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

１. この目標に取り組んでいる企業の商品を買った

り、投資したりしている（したい）

２. この目標のために活動しているNPO法人や団体

の活動に参加している（したい）

３. この目標のために個人的に実践していることが

ある

４. 特に実践している（したい）ことはない



37 

 

 

 

(SA)N=51 

 

 

 

 

27.5%

19.6%

19.6%

43.1%

37.3%

5.9%

5.9%

9.8%

2.0%

11.8%

29.4%

17.6%

11.8%

7.8%

9.8%

7.8%

5.9%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１. 貧困（子どもの貧困、生活保護など）

２. 食料（食料自給率、農業後継者不足など）

３. 健康と福祉（高齢社会、自殺、孤独死など）

４. 教育（教育格差、不登校・いじめなど）

５. ジェンダー（仕事と子育ての両立、男性の家事・

育児など）

６. 水と衛生（水不足、水質汚染など）

７. エネルギー（再生可能エネルギー、原子力発電

など）

８. 成長と雇用（ワークライフバランス、起業、複業な

ど）

９. イノベーション（AI、ロボット、ドローンなど）

10. 不平等（地域格差、LGBT、障がい者など）

11. 都市（空き家、買い物難民など）

12. 生産と消費（フードロス、プラスティックゴミなど）

13. 気候変動（温室効果ガス、ゲリラ豪雨・台風な

ど）

14. 海洋資源（生物多様性、水産資源の枯渇など）

15. 陸上資源（生物多様性、森林破壊、林業など）

16. 平和と公正（DV、児童虐待、政治参加など）

17. パートナーシップ（コミュニティ、セクターを超えた

交流など）

18. その他

問 6 問 5で 1～3を選んだ方におたずねします。 参加している（してみたい）関心のある分野

はなんですか。（3つまで選択）      

         

        

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

     

※その他回答  

「北山十八間戸の活性化、観光地化活動」 

「ポイ捨て問題」 



38 

 

 

 

 

項目（SDGs分類） 件数 主な意見 

１. 貧困（子どもの貧困、生活保護など） 2 フードバンク、子ども食堂 

２. 食料（食料自給率、農業後継者不足など） 2 学校地産地消給食の地産地消 

３. 健康と福祉（高齢社会、自殺、孤独死など） 3 若者と高齢者全世代を対象とした制度制定 

４. 教育（教育格差、不登校・いじめなど） 5 子どもたちへの勉強の指導 

５. ジェンダー（仕事と子育ての両立、男性の家事・育児など） 3 育児に疲れた人が即日休めるような活動 

６. 水と衛生（水不足、水質汚染など）   

７. エネルギー（再生可能エネルギー、原子力発電など） 1 石油資源に変わる新しい素材開発 

８. 成長と雇用（ワークライフバランス、起業、複業など） 1 起業支援・主権者教育・キャリア支援 

９. イノベーション（AI・ロボット、ドローンなど）   

10. 不平等（地域格差、LGBT、障がい者など） 4 フェアトレードのものを買う。 

高齢者、障がい者関係なく交流 

11. 都市（空き家、買い物難民など） 2 空き家を改装しコミュニティスペースを作る 

12. 生産と消費（フードロス、プラスティックゴミなど） 8 リサイクル活動 

13. 気候変動（温室効果ガス、ゲリラ豪雨・台風など） 1 環境:3Rやエコを意識し、生活を見直す 

14. 海洋資源（生物多様性、水産資源の枯渇など） 1 自然体験や勉強会 

15. 陸上資源（生物多様性、森林破壊、林業など） 1 自然体験や勉強会 

16. 平和と公正（DV、児童虐待、政治参加など）   

17. パートナーシップ（コミュニティ、セクターを超えた交流など） 3 交流の場づくり 

その他（17項目に分類されないもの） 1 パンフレットを作る 

 

 

問 7  問 5で 1～3を選んだ方におたずねします。 問 6で回答した関心のある分野におい

て、環境・社会・経済の 3つの側面を考慮した活動としては、どのようなものが考えられます

か。（自由記述） 
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(MA)N=12 

 

 

 

  

66.7%

58.3%

50.0%

33.3%

16.7%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

どのように動けば良いのかわからない

知識が不足している

時間がない

機会がない

興味がない

その他

問 8  問 5で 4、5を選んだ方におたずねします。 参加するにあたり、難しいと感じる理由は

なんですか。（3つまで選択） 

         

         

     

         

         

         

         

        

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

     

※その他回答  

「持続的なまちづくりを、自分事として考える

ことが難しそうだから。」 
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(SA)N=63 

 

 

 

 

 

63.5%

47.6%

46.0%

34.9%

34.9%

27.0%

25.4%

25.4%

25.4%

25.4%

22.2%

22.2%

22.2%

12.7%

1.6%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

知識や知見の蓄積があり、誰でもアクセスできるこ

と

大学・行政・企業などの異なるセクターと連携しやす

いこと

気軽に相談できる存在（人や機関）がいること

生涯を通じて学び続けられる機会があること

空き家や遊休資産を活用できること

子育て中でも参加しやすいサポートがあること

最先端の情報に触れる機会があること

ビジョンを共有する仲間との対話の場が、定期的に

開かれること

領域を横断して同じテーマについて語り合う場があ

ること

補助金や助成金など、活動に必要な資金の援助を

得られること

専門家と対話できる機会があること

自分の思いを発信する機会があること

自分の活動を人に知ってもらう機会があること

勤務先が副業を認めてくれること

特に必要ない

その他

問 9 市民参加にあたり、どのような仕組みがあれば良いと思いますか。（あてはまるものすべ

てを選択）        

         

   

         

         

         

         

        

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

     
※その他回答  

「ボランティアや同志会、外部サークルの合

同説明会を行う。」 
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意見の分類 件数 主な意見 

歴史・自然が大切にされているまち 12 歴史と同居する街。流行りに合わせず、この

ままの古き良き雰囲気を持つまち 

伝統と先端の融合したまち 5 日本屈指の伝統と最先端が融合したまち 

住みやすいまち 7 今のように窮屈でない住みやすい住環境の

あるまち。 

暮らしやすいまち 2 奈良市に来た大学生がそのまま奈良で暮ら

したいと思う街。 

活気があるまち 6 今ある自然はそのままで、街は再びにぎや

かになっていてほしい。 

多様性のあるまち 4 年齢や人種、障害に関わらず、全ての人に

とって暮らしやすいまちになってほしい。 

変わってほしくない 2 特に変わってほしいところはない。高さ制限

などはこれからも維持してほしい。 

その他 6  

 

 

 

回答者によってばらつきがあるため省略 

 

  

問 10 あなたは、30 年後、奈良市にどんなまちになってほしいですか。（⾃由記述）  

         

         

         

         

        

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

     

問 11  問 10のように答えた理由はなんですか。（自由記述） 
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(SA)N=63 

 

 

 

 

 

 

意見の分類 件数 主な意見 

参加について 5 若者がまちづくりに携える機会があれば良い。 

ごみについて 5 街中のゴミ箱・トイレを増やしてほしい。観光の際重

要になる。 

その他 13 移動、学習、技術、啓蒙活動、公園、情報発信、多

様性、貧困問題解決、文化、など 

 

 

必ず実現でき

ると思う
14%

難しいこともある

だろうが実現で

きると思う
41%

実現できるかで

きないかは半々

だと思う
13%

困難が多く思い

通りには進まな

いと思う
9%

すでに手遅れで

あり、実現できな

いと思う
2%

わからない
5%

その他
0%

未回答
15.9%

問 13 持続可能なまちをつくるためのアイデアやご意見・ご要望等をご自由にお書きください。 

 

         

         

   

         

         

         

         

        

         

         

         

      

         

         

         

問 12  問 10で回答したようなまちを実現させることについて、あなたの考えを教えてくださ

い。（1つを選択） 

         

         

   

         

         

         

         

        

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

         

         

      

         

         

     


